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念 していた加賀谷寛教授編訳によるアブル ・ライス ・シッディーキーの
ウル ドゥー文学史が存在することを指摘 していただいた(1)。確かにこの書
は、近代 ウル ドゥー詩と近代ウル ドゥー文学批評とを扱った二つの箇所で、
アーザー ドの活動と作品を手際よく紹介 している(2)。アーザー ドの生卒年
については、この書では1832-1910年 とする訳注が付 されている(同書53
ページ)。 また加賀谷教授は、前稿でアーザー ドの作品の一つとして紹介
した 『ナイーランゲ ・ハヤール』(Naiyang-eKhayccl)は 『ナイランゲ ・ハ
ヤール』(Naiyang-eKhay�1)であることを私信で教えていただいた。従って







れていないが、これはアーザー ドの出生に関する最 も具体的な説 というこ













前稿で紹介 した諸説 と合せて整理してみると、アーザー ドの生年説として
は1830年 説、1831年 説、1832年 説、1833年 説、1834年 説、1835年 説の都合
6つ の説が乱立 している有様である。あるいはさらに別の主張が登場 して
くるかもしれない、という状況がまだ完全には終息 していないかのようで
ある。





か ら原文のあまりに長いパラグラフは、改行によって差 し障 りのない場合、
適当なところで分けて改行を施 している。
ア ブル ・フ ァズ ル、 ア クバ ル 宮廷 へ 出仕
アクバルの帝国は次第に拡大 していった。そ して帝国は秩序 とそのため
の統治法(g穗�-eintiz穃)を 必要としていた。 とりわけその理由は、古
い統治法を改訂 しそれを普及 させていくことが行政を担当しようとする者
に求め られていたからである。 しかも国をただ剣によってのみ拡大 して
いくことは得策(466)で はないと考えられ、国内の人々と一体 となって彼













な建物を建造 し、これに四面会堂(Ch穩-iw穗)と 名づけた。そ してウラマー
たちやスーフィー教団(tariqat)の人々、貴顕たちやその他の人々の集団を
選定 して、夜に会合を開催 した。そうすれば、恐らく適当な時期と事柄 に




銘々が まさぐりなが ら演説 と提案の火打石を打ち合わせていた。けれども
根本的真理の火花は光 らなかった。苛立ちと我慢が交差した。この間に、〔若
い〕学者たちが 〔新たに〕登場 した。彼 らは青春の情熱 と名望、それに進
歩への熱意を抱 き、ほとんどすべての人々を論破 した。さらに彼 らはある
種の暗示 を示すこととなった。その暗示 というのは、新 しい頭脳によって
こそ新 しい考え方が生まれてくるのを期待することができる、 というもの
であった。この若い学者たちの考え方について、うわさも広が りつつあっ
た。そうしたうわさから彼 らは水気をたっぷりと摂取 した。彼 らは水気を
吸い取った魚であった。〔そのうちの〕兄の方(フ ァイジー)は 、すでに宮






れ と も誰 か を通 して 陳 情 が あ っ た の か 、 誰 に も分 らな か っ た 。 要 す る に、
次 か ら次 へ と希 望 の灯 が 点 火 され て い った の で あ る 。彼 が 自 ら『ア クバ ル ・
ナー マ 』 に書 い て い る如 くで あ る。 こ う して 〔ア ブ ル ・フ ァズ ル は 〕 自分
の初 期 の 思 想 を新 しい色 彩 で も って 描 くこ と とな っ た 。
ヒ ジ ュ ラ暦981年(1573年5月3日 一1574年4月22日)、 治 世 第19年 の こ とで
あ っ た。 この 年 、 この描 写 録(nig穩-n穃a『 ア クバ ル ・ナ ー マ』 を さす)の
描 き手(naqsh-band)ア ブ ル ・フ ァ ズ ル は至 高 の 宮 廷 に お い て頭 を垂 れ て
きざはし
官 位 の 階 に昇 っ た。 彼 は孤 独 の 世 界 の胎 内 か ら抜 け 出 して 、5年 の う ち に
〔宮 廷 の 〕 礼 儀 作 法 を 身 につ け た 。 彼 の外 見 と中 身(s皞atoma`na)に つ い
て 、父(シ ャ イ フ ・ムバ ー ラ ク)は 教 育 の観 点 か ら振 り返 っ てみ た。15年 の
歳 月 の 間(5歳 か ら20歳 ま で 父 の も とで教 育 を受 け た 間)に 、彼 は 哲 学 の 諸
分 野 並 び に伝 承 さ れ て きた諸 種 の知 識 に は よ く通 じる よ うに な っ た。 彼 は
学 問 の 扉 を開 き、 また哲 学 の王 宮 に お い て謁 見 を許 され た。 け れ ど も幸 運
が 有 す る 非 情 さ(be-y穩i)の 故 に 、 自惚 れ と傲 慢 に 陥 っ た 。何 日間 か の賑
わ い と人 混 み(有 名 に な っ て 人 気 が 出 る こ と)の 生 ず る よ う に努 め て い た。
〔ア ブ ル ・フ ァズ ル が 教 師 とな っ て〕 学 生 た ち が 押 し寄 せ て くる よ うに な
る と、 彼 の 自省 の 元 手(sar-m窕a要 因)は 非 常 に膨 らん だ 。 彼 の 仲 間 た
ちは礼 節 も公正 さ も弁 え な い 一 派 と見 な され た 。 この た め 〔ア ブ ル ・フ ァ
ズ ル の 心 奥 に 〕 た だ 一 人 とな っ て 漂 泊 の 旅 人(gharlbal-watan)に な っ て
み て は ど うか 、 とい う思 い が 浮 ん だ 。 学 者 た ち に は 、外 見 上 の 追 随 を模 倣
的 に行 な う人 々 と、 表面 だ け を見 て 異 論 を挟 む 人 々 とが流 行 して い た 。 私
(ア ブ ル ・フ ァズ ル)(10)は、 驚 きの小 路(467)の た だ なか で び っ く りして 立
ち止 ま り、〔こ う した 動 向 を〕 眺 め てい た。 黙 って い る こ とが で きなか った 。
しか し言 葉 を発 す る力 と て な か っ た 。 尊 父(シ ャ イ フ ・ム バ ー ラ ク)の 忠
告 は、 悪 霊(jinn)ど もの徘 徊 す る荒 野 の な か で は 効 力 を発 揮 で き なか った 。
しか しな が ら心 の 悩 み の完 璧 な治 療 は 存 在 しなか っ た 。 〔ア ブ ル ・フ ァズ
ル は〕 あ る と きは 中 国辺 境(khitta-eKhat�)の 賢 者 た ち の方 に 心 を引 か れ 、
あ る と きは レバ ノ ン 山(K琪-eLubn穗)の 聖 者(murt窘)た ち の 方 に 身 をか
が め た 。 ま た あ る と き はチ ベ ッ ト(Tibbat)の ラマ 教 徒 た ち(L穃alog)の
た め に五 体 投 地 し(tarapt�)、 あ る と きは ポ ル トガ ル の神 父 た ち(p稘riy穗-e
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Purtug�1)と の親 交 を深 め よ うか と思 っ た 。 さ らに また 、 い つ か ペ ル シ ア
の 拝 火 教 司祭 た ち(m珖ad穗)な らび にザ ン ド書(Zhandゾ ロ アス タ ー経 典
ア ヴ ェ ス ター)と そ の注 釈 書(Ast�)の 奥 義 精 通 者 た ち(rum�d穗)の なか
に座 して 、揺 ら ぐ炎 を消 し去 ろ うか と も思 っ た。 なぜ な ら、〔ア ブ ル ・フ ァ
ズ ル は 〕小 賢 しい者 ど もや重 臣 た ち の いず れ に対 して も、心 は飽 き飽 き し
て い た か らで あ る。
以 上 の よ うな 魅 力 的 な陳 述 は 、 〔ア ブ ル ・フ ァズ ルが 〕 い ず こか にお い







択 された。彼は宮廷か ら召喚を受けた。だが彼の心は 〔それに応ずること
を〕望んでいなかった。親愛な兄弟や情深い友人たちは異口同音に、形相
(s�at)と 質料(ma`na)の 〔双方を体現 した〕皇帝の宮廷である故、必ず出
仕すべ きであると唱えた。 ここにおいて、彼は心中のわだかまりの鎖 を
すっか り断ち切った。神のような方(Khud竏麁majazi)[尊 父]が 帳を開き、
次のように諭してやった。幸運の玉座にお即 きの方[ア クバル]の 真実の
極致について汝は何 も知っていないが、この方は 〔その一身において〕宗
教 と現世の両海が相会 してお り、形相 と質料双方にとって東方の光である。
汝の心 に生 じた難問は、〔宮廷に出仕すれば〕そこで解けることになろう、




礼(kornish皇 帝謁見の際の作法)の 祝福 を受けられた。件の注釈の各葉
は、〔一家の生活の〕困窮ぶ りを示 していた。だがそれは嘉納 されて 〔宮
廷出仕が〕承認 された。彼は霊薬(ikslr)の助けを受けて心の苦悶が癒され
てい くのが分った。そ して神聖な人(皇 帝)の慈愛が彼の心を捉えて しまっ
S
た。〔皇帝親征の〕ベ ンガル遠征が控えていた。この王国を征服するため、
無名の隠者(ア ブル ・ファズル)の事柄には関心を払うことな く皇帝は出陣
し、彼の方は 〔随行せずアーグラに〕止まった。
ベ ンガルか ら送 られて くる兄(フ ァイジー)の書簡には、皇帝が汝のこと
を覚 し召されている、と書かれてあった。アブル ・ファズルは 〔クルアー
ンの〕勝利の章(原注1)(第48章)の注釈を書 き始めた。皇帝がバ トナを征服 し







帝の眼には〕時代 と時代の子たちの状態が次第に明 らか となった。しかも
目尺(palla)は遠 くまで伸びていた。放っておけ、誰か同名異人の者が呼
ばれているのか もしれない。だが、自分 自身の運が(468)開 けて きたこと
がはっきりすると、アブル ・ファズルは駆け出して行った。そして 〔金曜
モスクの〕壮麗な入場門に額 を押 しつけた。かの宗教 と現世 とを合わせ統










(原注1)老 師(シ ャイフ ・ムバーラク〉とその若者たち(フ ァイジーとア
ブル ・ファズルたち)の 試みについては、い くつかの趣向が込められ
ていたことに注目する必要がある。当初、都(ア ーグラ)において伺候
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した と きに は、 玉 座 の節 の注 釈 を献 上 した。 玉 座 の節 は 除災 の た め に
詠 まれ た もの で あ る とい う点 が 、 この注 釈 の献 上 に は 込 め られ て い た。
皇 帝 は 〔ベ ンガ ル に〕 親 征 し、神 の加 護 に 恵 まれ た 。 ア ブ ル ・フ ァズ
ル は フ ァテ プル に お い て勝 利 の 章 の注 釈 を献 上 した 。 これ には勝 利 を
祝 福 す る意 が込 め られ て い た 。 そ して また 、 これ は 東 方 に お け る勝 利
の序 章 で もあ っ た 。
要 す る に、 ア ブ ル ・フ ァズ ル が 宮 廷 に 出 仕 す る よ う に な る と、 彼 は気
質 学(miz稻-shin龝i)や 伺 候 作 法(adab-ekhidmat)〔 の 修 得 〕、 勅 命 へ の心 服 、
知 識 と才 能 、 機 知 と厳 粛 に よ って ア クバ ル の心 を捉 えて しま った の で あ る。
そ の 結 果 、 ア クバ ル の 話 し相 手 はい つ もこ れ ら2人 の 兄 弟 で あ る とい うほ
ど まで に な っ た。マ フ ドゥー ム ル ・ム ル ク と司 法 長 官(シ ャ イ フ ・アブ ドゥ
ンナ ビ ー)の 家 に は 悲 歎 が 襲 っ た 。神 もそ っ ぽ を 向 い た。 とい うの は 、彼
ら は シ ャ イ フ ・ムバ ー ラ クの 学 識 と教 養 を押 さ えつ け る こ とが で き る とす
れ ば、 た だ宮 廷 の権 力 を頼 む こ とに よ って の み 可 能 だ っ たか ら で あ る。彼
ら に は今 や こ の分 野 も失 わ れ て しま っ た。 数 日な らず して、 ムバ ー ラ クの
若 い2人 の 息 子 た ちが宮 廷 に到 来 し、 国家 の枢 要 任 務 に参 画 しは じめ た。
ア ブ ル ・フ ァズ ル の叙 述 の ス タ イ ル もま た一 つ の快 哉 を呈 して い る。 彼
が 上 に述 べ た よ うな事 柄 を い か な る感 興 を もっ て叙 して い る か 、少 し見 て
み よ う。 皇 帝 は ア ジ ュ メ ー ル か ら帰 還 す る と、 ヒ ジ ュ ラ暦982年(1574年4
月23日 一1575年4月11日)は フ ァテ プ ル の地 に止 ま っ て い た 。 こ の年 、 ハ ー
ナ カ ー(kh穗aq禀)(12)の 近 くに 、皇 帝 は信 仰 の館(`lb稘at-kh穗a)を 設 けた 。
こ の 館 は 四 イ ー ワー ン(iw穗)形 式 に よ って 構 成 さ れ て い た。 そ の 説 明 は
非 常 に 長 い もの とな る 。誰 か が もっ と詳 し く書 き記 す こ と とな ろ う。 この
当 時 、 シ ャ イ フ ・ア ブ ル ・フ ァ ズ ル は シ ャ イ フ ・ム バ ー ラ ク ・ナ ー ゴー
リー の 孝 行 息 子 で、 ア ッ ラ ー ミー(`all穃i大 学 者)と 称 され 、 世 の 中 に
知 性(`aq1)と 見 識(d穗ish)の 名 声 を轟 か せ て い た。 早 暁 に信 仰 の 灯 りを輝
か せ 、自 ら朝 日の なか で 灯 を と も した(13)。ア ラ ブ の格 言 「敵 対 か ら融和 へ 」
は 、 対 立 か ら融 和 が 生 まれ て くる こ と を述 べ た もの で あ るが 、 そ れ は全 て
の 宗 教 的 対 立 を 〔各 人 〕 自 らの 責 任 で あ る とす る 考 えに 基 づ い て い る。 こ
れ を試 金 石 と して 融和 の 遂 行 を決 意 す る。 要 す る に、 ア ブ ル ・フ ァズ ル は
7










実とご機嫌伺いと際限のない追従によって(469)陰 口を叩 き、不当な張 り
合いを演 じていた連中どもに対 して、アブル ・ファズルは敢然 と恥辱を






おお神よ、世人に論拠(dalili証 人)を 送 り賜え
ぶよ
ファラオ(Fir`aun)に 蚋のような属性の象 を送 り賜え
ファラオとその輩たちは獲物を得んと手を上げている
モーセと杖、そしてナイル川を送 り賜 え(14)





















いた、 という点である。皇帝は学者たちに対 して二十位(blstl)の官位 を与
え、また閲馬烙印(dagh)を 受けるための費用の金も与えた。 しか し彼 ら
はそれを受け入れなかった。アブル ・ファズルもまたモスクに隠棲 した一
学者の息子であったが、彼の方はモスクから抜け出して宮廷に伺候 し、た
ちどころに 〔官位 と下賜金を〕拝領 した。そして彼が宮廷勤仕の命を受け
てこれを実行に移す と、状況は一変 した。哀れな学者たちのなかで、彼は
















(470)ヒ ジュラ暦993年(1584年12月24日 一1585年12月12日)の 〔年初の〕
慶祝について、アブル ・ファズルは次のように書いている。高等官の貴顕
となった誰それに、あれこれの勤仕の褒賞 としてこれこれの官位が授与さ




ヒジュラ暦997年(1588年11月10日 一1589年10月30日)、 アブル ・ファズ
ルは皇帝に付 き従ってラホールに滞在 していた。彼の母親が他界した。彼
は深い悲しみに包 まれた。悲嘆の様子は、次の事柄から思い浮かべること
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は 、 彼 に 同 意 と承 認 を与 え る以 外 に仕 方 が な い こ とで あ ろ う。 こ の 隊 商
宿(k穩w穗sar竚ｻ 世 の 比 喩)に あ る程 度 は 長 ら く止 ま ろ う と しな い な ら
ば 、辛 抱 が 足 りな い とい う非 難 を ど う考 え た ら よい のか 考 えて み よ、 と(21)。
この心 和 ませ る言 葉 を聞 い て 、 ア ブル ・フ ァズ ル は気 持 が し っか り して き
た 。 そ して適 切 な機 会 が や って くる と、 彼 は そ の なか に没 頭 し た。
ヒ ジ ュ ラ暦999年(1590年10月20日 一1591年10月8日)に 、 ア ブ ル ・フ ァズ
ル は次 の よ う に書 い てい る。 今 日、 息 子 の ア ブ ドゥル ラ フマ ー ン(`Abdal-
Rahm穗)の 家 で は明 るい星 が輝 きを増 した 。様 々 な喜 びの 騒 ぎが起 った 。世
界主(gltlkhudawandア ク バ ル)は 〔新 生 児 に〕ピシ ョー タ ン(Pishotan)(22)
と名 づ け た。 望 む ら くは、 幸 運 と勝 ち運 に恵 ま れ、 そ して ま た長 寿 に相 応
しい 絆 に 恵 ま れ ん こ とを。
こ の 年 に ア ブ ル ・フ ァ ズ ル は次 の よ う に も述 べ て い る。 皇 子 サ リー ム
[ジ ャハ ー ン ギ ール]の 年 少 の 息子 フス ラ ウの クル ア ー ン読誦 の謁 見 式(bi'
smi'll禀ikadarb穩)カ ミあ った 。 は じめ に融 和 を進 め る(wahdat-bakhsh)皇
帝 が 殿 中で 恭 し く 〔この 儀 式 を〕 取 り行 な っ た。 そ して 〔クル ア ー ンの 〕
初 学 的 素 読(kah竏麑aho-ealif)が あ り、 次 い で 皇 帝 が 「〔フス ラ ウが 〕 毎 日
や や 長 く机 に 向 か っ て学 ぶ よ う に取 り計 れ 」 との 命 令 を 下 さ れ た 。 皇 帝
は 数 日後 、 〔ア ブ ル ・フ ァズ ル の〕 弟 の シ ャ イ フ ・ア ブ ル ・ハ イ ル(Shaikh
Abu'1-Khair)に そ の任 を委 ね られ た 。
ヒジ ュ ラ暦1000年(1591年10月9日 一1592年9月27日)に ア ブ ル ・フ ァズ ル
は 次 の よ う に述 べ て い る。 『幸 運 の書 』(既出)の 著 者 に 官位 二 千 位 が授 け ら
れ た 。 願 わ くば勤 仕 の 履 行 を我 が 言 の 葉 に よ って 果 た して報 恩 の 真 情 を表
示 し、 か つ ま た陛 下 の高 雅 の 識 別 力(johar-shin龝i)が 近 きに も遠 きに も及
ば ん こ と を。
ヒジ ュ ラ暦1004年 西 暦1595年 に、 ア ブ ル ・フ ァズ ル が 〔兄 〕 フ ァイ ジ ー
の 著 作 類 を読 ん でい た と こ ろ、 困 惑 を覚 えた と こ ろが い くつ か あ っ た 。兄
が 有 す る 内奥 の一 端 が これ ほ ど まで 明 ら さ ま に さ らけ 出 され て い た こ とは
なか っ た。 そ こで ア ブ ル ・フ ァズ ル は そ れ らの 著 作 類 の 編 纂 に 注 意 を 注
い だ。 ヒ ジ ュ ラ暦1006年 西 暦1596-1597年(正 確 に は1597年8月4日 一1598年
7月24日)に 、 彼 はそ れ ら の編 纂 を 済 ませ た 。(471)2年 間 が そ の仕 事 に費
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された。この間に彼は官位二千五百位の官職に叙された。かくして、高等







をイランや トゥーラーン、オスマ ン帝国(mulk-er�)そ の他 に送ってい
た。〔アブル ・ファズルに〕敵意を抱 く者たちは、いつ も待ち伏せ して待
機 していた。彼は誰も知らない人物に託して、このことをアクバルのもと
に次のように伝 えていた。「私は不愉快な目に合い ました。陰口を叩 く者
たちのことを耳にした者がお ります」 と。皇帝が言うには、「一体 どうし
て涙を流 しているのかね」 と。それに対 してアブル ・ファズルは多分こう
言ったであろう。「陛下の御前では、こうした人々はイスラーム教の信奉
者であるといいます。 しか し一方ではタクリー ド(taqlld法 典等の学問的
解釈への随順)の 弊害や、宗教論書(diniy穰)の 間違いを明 らさまに公言 し
ます。また他方でクルアーン注釈者(mufassir)に 対 しては心底信をおいて
おります」。あるいはこう言 ったかもしれない。「陛下に申し上げます。私












アーザー ドのアブル ・ファズル伝 について(承 前)
禁 じて しま っ た 。皇 帝 に彼 の こ う した様 子 が伝 え られ た 。 こ の た め皇 帝 は
た ち ど こ ろ に対 応 に取 りか か り、伺 候 して 自 ら勤 め を 引 き受 け る よ うに と
の 命 令 が伝 達 され た。 こ の 間 、安 否 を尋 ね る伝 言 が 〔ア ブ ル ・フ ァズ ル の
も と に 〕多 く届 い た 。 よ うや くに して 、 ア ブ ル ・フ ァズ ル は 自 ら次 の よう
に記 す に 至 っ た 。 「私 は 心 知(._.di11)の 道 に 立 ち止 ま り、 先 見 の 明 の
理 解 力 が不 足 して い る と して皇 帝 が 非難 され て い る と思 っ た。 理 解 力 が な
け れ ば 暗 黒 で あ る。 こ うい う こ とは 敵対 者 た ち の 願 望 を 叶 え て や る こ とに
な る 。 〔事 態 が 〕 別 の 方 向 に動 き 出 した の は 、 ど う い う思 惑 に よ る の で あ
ろ うか 。 〔皇 帝 の 〕 尋 常 な らぬ 公 正 な計 らい が 、 予 期 せ ぬ動 き を引 き起 こ
す こ とに な る と は」、等 々 。詰 まる と ころ 、皇 帝 が 再 度 招 喚 す る と、ア ブ ル ・
フ ァズ ル は 〔心 中 に 描 い て い た 〕 当初 の 図 案 を消 し去 っ て宮 殿 に登 朝 した 。
そ して 様 々 な恩 寵 を賜 り、 悲 嘆 か ら解 放 され て い った 。
ヒ ジ ュ ラ暦1005年(1596年8月15日 一1597年8月3日)に 次 の よ う に書 い て
い る 。 カ シ ュ ミー ルへ 行 っ て さ る ラ ジ ュ ー ル(raj�)(24)の も と に滞 在 した。
皇 子 サ リー ム[ジ ャハ ー ンギ ー ル]は 皇 帝 の 同 意 な しに仕候 した 。 そ の 途 中 、
彼 は多 少 の 過 失 を仕 出 か して い た 。[こ うい う こ とは しば しば起 こ っ て い
た]。 数 日間 、彼 は平 身低 頭 礼 を禁 じ られ 、譴 責 を受 け て礼 節 館(adab-g禀
実 際 は テ ン ト造 り)に 止 め置 か れ た 。[下 が って 我 慢 して テ ン ト住 まい を し
て お れ 、 の 意]。 この 審 判 に は、 実 際 の と こ ろ ア ブ ル ・フ ァズ ル も加 わ っ
て い た 。 皇 子 の不 名 誉 が 曝 し出 され る こ とに よ って 、 ア ブ ル ・フ ァズ ル の
過 失 は見 過 ご され る こ と に な った 。
次 の よ うに 明言 す る こ とが で きる。 す な わ ち、 ア ブル ・フ ァズ ル は ア ク
バ ル の 寵 児(mas禀ib)で あ り、助 言 者(mashwara-k穩)で あ り、腹 心(s禀ib-e
i`tib穩)で あ り、 右 筆 頭(mlr-munshl)で あ り、 書 記 官(waqa'i`-nig穩)で あ
り、 立 法 策 定 者(wa瑳qawanln)で あ り、(472)登 録 官(s禀ib-ediw穗)で
あ り、 さ ら に ア クバ ル の舌(zab穗口)、 否 そ れ ど こ ろか ア クバ ル の 知 恵
の鍵(`aqlklkunji)で あ っ た 。 あ る い は ア レキ サ ン ドロ ス(Sikandar)に 対
す る ア リス トテ レス(Arast�)で あ っ た、 とい うべ きで あ ろ う。 ま た 有 弁
の士 た ち は 次 の よ うに語 るか も しれ ない 。 す な わ ち、 ア ブル ・フ ァズ ル は












と。全 くその通 りである。 しか しながら次のことも疑いのないところであ
る。すなわち、これらの困難が不可抗力的に彼の頭上に突然降 りかかって
きたとき、彼はこの上な く男 らしく喜び勇んだ様子でその困難を引 き受け、
周 りの人々を仰天させて しまったのだ。モスク守 りの学者の息子が帝国の
重責を背負ってい くこととなり、 しか も何とも見事にやってのけるのであ
る。彼の精通ぶ りを示すい くつかの見本を簡潔に紹介することにしよう。




そして多 くの歴戦の将軍 と著名な指揮官に軍隊を率いて同伴 させた。皇子
はまだ年若い青年であった。実践を積んだ将軍たちと同じように前進 して
いくことは、この皇子の任務ではなかった。彼にはある交渉に係わる任務
があった。皇子は 〔交渉において〕2度拒否 されて、その努力は無に帰 し
ていた。最大の難問は、皇子が酒の悪癖に溺れていることであった。皇子
は実に深刻な状態になっていた。このため、軍事行動には一層混乱が生 じ
ていた。こうした知 らせが相次いで宮廷に届 くと、アクバルは非常 に気 を
もむようになった。アブル ・ファズルを手元から離すことは何 とも耐え難
いことではあったが、彼 を宮廷から送 り出すこと以外に術 はなかった。
当時アクバルは皇軍を率い5年 間にわたってパンジャーブ地方 を巡回中
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で 、 ラ ホ ー ル に滞 在 して い た。 そ の結 果 、 事 態 は 改 善 され て い た。 なぜ
な ら 〔ム ガ ル 軍 は 〕 カ シ ュ ミー ル で 勝 利 し、ユ ー ス フザ イ ー(Y皛ufza'i)
(25)その 他 の 勢 力 を 国境 地 帯 に 追 い 払 う とい う難 業 を存 分 に 遂 行 した か ら
で あ る。 ア ブ ドゥッ ラー ・ハ ー ン ・ウズ ベ ク(`AbdAll禀Kh穗Uzbek)(26)
の 引 き起 こ した 割 け 目は 塞 が りは じめ て い た 。 そ して この 国 盗 りの 帝 王
は 、 ヒ ジ ュ ラ 暦1005年 に邪 悪 な息 子 の 悪 行 に よ っ て 追 放 さ れ る 身 とな っ
た 。彼 の 国 の秩 序 は混 乱 した 。 この 時 ほ ど、ア クバ ル に とっ て故 国(mulk-e
maur�i)を 奪 い 取 る の に よい 機 会 は な か った 。 しか し なが ら ブ ルハ ー ヌ
ル ・ム ル ク(Burh穗al-Mulkア フ マ ドナ ガ ル 王 国 の ニ ザ ー ム ・シ ャー
ヒー朝 第7代 王,在 位1591-95)の 王 国が 衰 退 してい たた め に、 デ カ ンの 料
理 も ま た 目の前 に用 意 され る こ と とな っ た。 長 期 間 にわ た って 将 軍 や 軍 隊
の 移 動 が 続 い た。 ム ラ ー ドの状 態 か ら見 て、 デ カ ン の兵 士 た ちが 軍 司 令 官
た る ム ラ ー ドの指 揮 か ら解 か れ る こ とを望 ん で い る こ と は、 ア クバ ル に は
明 らか で あ っ た。 ア クバ ル は2人 の 皇 子(サ リー ム と ダ ー ニ ヤ ー ル)を 呼 び
寄 せ た 。彼 の 考 え は、 皇 子 サ リー ム に 軍 隊 を率 い て トル キス タ ン遠 征 に向
か わす こ とで あ っ た。 か の酒 と肉 に溺 れ て い た皇 子 ム ラ ー ドは泥 酔 状 態 が
続 い て い た。 〔3番目の 〕 皇 子 ダー ニ ヤ ー ルが(473)イ ラ ーハ ー バ ー ドか ら
〔デ カ ン に向 か っ て〕 前 進 して い る 、 との 知 らせ が 届 い た。 しか し彼 の意
図 して い る こ とが 〔戦 術 上 〕 適 切 で な い こ とは 明 らか で あ っ た 。 や む な く
ア クバ ル は 自 ら ラホ ー ル を後 に し、 ダー ニ ヤ ー ル を 引 き連 れ て ア フ マ ドナ
ガ ルへ と向 か い 、 そ して デ カ ン地 方 に け りをつ け た後 に 、 トル キ ス タ ン遠
征 に取 りか か ろ う、 と考 え た 。
ア ク バ ル は ア ブル ・フ ァズ ル の 善 意 と知性 、並 び に思 慮 深 さ に並 々 な ら
ぬ信 頼 をお い て い た の で 、彼 が 言 っ た こ と を 自分 自身が 口 に した こ との よ
うに 受 け 止 め て い た 。 ア ブ ル ・フ ァズ ル が 誰 か と約 束 した事 柄 を、 ア クバ
ル は 自分 の 口 を通 して な した約 束 の よ うに 解 して い た。 そ う した こ との裏
付 け は 、 ア ブ ル ・フ ァズ ル が 皇 子 ダー ニ ヤ ー ル 宛 に 認 め た上 奏 文 に見 られ
る 次 の よ う な表 現 に よ っ て得 る こ とが で きる 。(以 下 こ の パ ラ グ ラ フ の 末
尾 まで の 引用 文 は ペ ル シ ア語 の 文 章)「 ア ブ ル ・フ ァズ ル殿 よ1と 、欽 定
暦 ム ル ダー ド月(Murd稘-eil禀iペ ル シ ア暦 の5月)8日 、 神 の 影 た る皇 帝
IS
は夜 の し じ まの なか の浴 室 で 、 この よ うな 幸 先 の よい 言 葉(27)で独 り言 を
な さい ま した 。 ア ブ ル ・フ ァズ ル よ1余 が 検 討 して み た と こ ろ、 デ カ ン遠
征 は汝 か そ れ と も余 に よ っ て な さ れ るべ きで あ る と考 え る に至 っ た。 さ も
な くば事 態 は終 結 を見 ない だ ろ う し、許 容 で き る も の と は な らな い で あ ろ
う。 も し汝 が い うよ う に皇 子(ム ラー ド)が 〔病 気 で 〕 引 き籠 もっ た ま ま で
あ る とい う こ とに確 信 が あ る の な らば 、汝 は別 の便 法 に訴 え る よ うな こ と
はせ ず 、 また非 常 識 な根 元(方 針 転 換)を 浅 はか に想 定 して し ま う よ うな各
種 の 短気 か ら出 た言 葉 に耳 を傾 け る こ との な い よ う に。 帝 国 に とっ て好 都
合 な こ とは 、朔 日に 〔皇 子 ダ ー ニ ヤ ー ル を宮 殿 の〕 柱 廊 の 間(pesh-kh穗a)
に 連 れ て くる こ とだ 。 そ して 、 そ の 月 の8日 に 出 立 せ よ、 と。 私 奴 は至 聖
の お 方(皇 帝)に 申 し上 げ ま した。 羊 は 犠 牲(qurbani)に 役 立 ち ます し、 あ
る い は ピ ラ フ料 理(biryanl)そ の 他 ど ん な ご用 に も役 立 ち ます 、 と。確 か に 、
陛 下 が 如 上 の よ うに お っ しゃ れ ば 、 私 に は そ れ に対 して どん な 言 い 訳 が あ
る とい うの で し ょ うか」。
要 す る に 、ヒ ジ ュ ラ暦1007年(1598年7月25日 一1599年7月13日)、 ア ブ ル ・
フ ァズ ル は 皇子 ム ラ ー ドを 連 れ 出 して くる命 令 を受 け た 。 さ ら に、 デ カ ン
遠征 の 将 軍 た ち が そ の地 を 防衛 す る責 任 を引 き受 け る な らば 、 ム ラー ドと
と もに 帰 還 す る こ と、 さ もな くば 皇 子 をア クバ ル の も とに 送 り届 け 、 自分
自身 は デ カ ンに 引 き続 き止 まる こ と、 皇 子 と仲 違 い しな い こ と、 また ミル
ザ ー ・シ ャ ー ・ル フ(Mirz禊h禀Rukh)(28)の 配 下 に あ っ た 者 た ち全 員 を
監 督 し、 シ ャー ・ル フに も旗 幟(`alam)と 触 れ 太 鼓(naqqara)を 与 え、 彼 の
領 地(j稟ir)で あ っ た マ ー ル ワ 地 方 か ら退 去 させ 、 兵 士 た ち の 軍 糧 を そ の
地 方 か ら調 達 す る よ うに す る と と も に、 デ カ ン地 方 に 災 禍 が 生 ず れ ば 直 ち
に 急 行 す る こ と、 との命 令 を受 け た 。 アブ ル ・フ ァズ ル は ブル ハ ー ン プル
の 近 く に到 着 した 。 ハ ー ン デ ー シ ュ 王 国 の支 配 者 バ ハ ー ドゥ ル ・ハ ー ン
(BahadurKh穗)は ア ー シ ー ル 城(11sirk穢i1`a)(29)か ら下 りて きて4印 里(1
印 里kosは 約3.6キ ロ メ ー トル)離 れ た と こ ろ まで 歓 迎 に 出 向 い て きた 。 彼
は 鄭 重 を極 め た 礼 儀 作 法 で 〔ア クバ ル の 〕勅 令 と恩 賜 の 長 衣(khil`at)(30)を
受 け取 り、 恭 順 の 跪 拝(suj珒-e`ajz)を 行 っ た(31)。彼 は 一 行 を引 き止 め よ
う と望 ん だ が 、 ア ブ ル ・フ ァズ ル た ちの 方 は そ こに 止 ま ら なか っ た。 彼 ら
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は騎 乗 し、 ブ ル ハ ー ンプ ル で 下 馬 した 。 バ ハ ー ドゥル ・ハ ー ン はそ こに も
や っ て きた 。 ア ブ ル ・フ ァズ ル は非 常 に辛辣 で か つ効 果 の期 待 で き る こ と
を伝 え て 、彼 に得 策 の 道 を示 して や った 。 す な わ ち 、 「〔我 々の ア フマ ドナ
ガ ル〕 出 撃 に参 加 な され よ」 と。 バ ハ ー ドゥル ・ハ ー ン は この 実 に容 易 な
事 柄 に 対 し、あ れ これ と言 い逃 れ を 申 し出 たが 、自分 の 息 子 カ ビー ル ・ハ ー
ン(KabirKh穗)に2000の 軍 隊 を与 え て派 遣 す る こ と を承 認 した。アブ ル ・
フ ァズ ル は彼 ら を もて なす た め に 自軍 の 駐 屯 地 に連 れ て 行 こ う と思 い 、 次
の よ う に言 っ た。 「貴 殿 が 同行 して い た だ け れ ば、 我 々 も進 発 し ます 」。バ
ハ ー ド ゥル ・ハ ー ン は 多 大 の 贈 り物 を 申 し出 た 。 ア ブ ル ・フ ァズ ル は前
も って 事 情 を教 えて も ら っ て はい なか っ た。 この た め 、彼 は 〔贈 り物 にび っ
く り して〕 正 気 を失 っ た、 とい う よ う なお しゃべ り好 きの 口 に した うわ さ
が飛 び 交 っ た。彼 は 〔再 び〕ア ー シ ー ル に 向 か っ て進 ん で行 っ た。バ ハ ー ドゥ
ル ・ハ ー ン も同行 した。 彼 は ア ブ ル ・フ ァズ ル に盛 ん に愛 想 の よい 言 葉 を
か け て い た 。 彼 の叔 父 の フ ダ ー ワ ン ド ・ハ ー ン(Khud窈andKhan)に ア
ブ ル ・フ ァズ ル の姉 が 嫁 して い た。 こ の た めバ ハ ー ドゥル ・ハ ー ン に は好
都 合 で あ っ た 。 しか も彼 の 父 ラー ジ ー ・ア リー ハ ー ン(R稻i`Alikhan)は ア
クバ ル の宮 廷 に対 して全 面 的 な友 好 と誠 意 を示 して い た。 そ の た め に 〔一
族 の 〕 ス ハ イ ル ・ハ ー ン(SuhailKh穗)は デ カ ン遠征 で バ ー 二 ・ハ ー ナ ー
ン(Khan-iKh穗穗)(32)と 行 動 を共 に し、見 事 な男 ら しさ を発 揮 して戦 場 で
戦 死 した 。
(474)ア ブ ル ・フ ァズ ル は 次 の よ う に書 き記 して い る 。 多 くの 将 官 た ち
に とっ て は 、 私 の管 轄 下 に あ る この デ カ ン遠 征 事 業 に任 命 さ れ る こ とは耐
ね じ
え難 い こ とで あ っ た 。彼 らは一一致 して螺 子(pech)を 打 ち 込 ん だ 。 そ の結 果 、
彼 らの 瞞 着 に よ って ず っ と以前 か らの 同志 た ち は 私 か ら離 反 して い っ た 。
そ こで 止 む な く新 軍 を編 成 した 。 幸 運 に も多 くの兵 士 た ち が 集 まっ て きた。
悪 意 を抱 く者 た ち は非 難 の 網 を広 げ私 に次 の よ うに 言 っ た。 「何 をや っ て
い るの か。 これ は 間 違 っ て い る よ」。 私 は 断 念 しなか っ た 。彼 ら は騒 動 の
起 こ る こ とを期 待 して 、事 態 の 推 移 を見 守 って い た 。 私 は 皇 子(ム ラー ド)
の 軍営 地 か ら30印 里(約110キ ロ メ ー トル)離 れ た と ころ に到 着 す る と、 そ こ
に 緊 急 の使 者 と して ミ ル ザ ー ・ユ ー ス フ ・ハ ー ン(Mirz禳皛ufKh穗)(33)
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たちが皇子の軍隊からの書簡を携えてやってきて、皇子が奇病に襲われて
いることを伝 えた。「騎乗 してこちらに来られたし。恐 らく医者を替える
ことによって、何が しか効果が期待 されよう。そ して精神的、肉体的破滅
か らは免れよう」と。宮廷の大官たちには落胆させられていた し、また皇
子に同行することも禁 じられてはいたが、 しか し私はすべてを悪魔の誘惑
と判断 し、迅速な行動を取った。心配 していたことは、すべて次のことに
かかっていた。つまり、皇子の人生が神の慈愛につつまれて終焉を迎える




ことに取 り変わっていたのだ。その辺 りは無秩序な群集の人だか り。司揮
官たちの意見は、皇子 をシャープール(Sh禀p�)(35)ま で連れて行 き、それ
からまた前進 しようというものであった。私は次のように言った。「この


















ディーン ・アフマ ド・ハーン(Shih稈al-DinAhmadKh穗グ ジャラー ト
総督)の グジャラー トか らの来援、この国(ア フマ ドナガル王国)の 内紛の
ことなど、様々の事柄を彼 らに話 してやった。私の注意は、とりわけムガ
ル宮廷 に向けられていた。皇帝の幸運が放つ光によって、私の目は輝い








(nichhawar)に した。 しばらくして、先に進発 していた人々が引き返 して
きた。そして戦闘は激 しくなった。その一方で、皇子の統治下にあったす
べての地方の治安は改善された。
しか しなが らナーシク(N龝ik)(39)へ至 る道は治安が悪化 し、〔ここを通
る迂回路は〕通行期間が長期化した。知らせは遅く届いたり、滞留 したり
した。なぜならば皇子死去の知らせがこの地(ナ ーシク)に届いたときは、
その知 らせを受け取る兵站将校(k穩-pard窘)は アフマ ドナガル王国の息の
かかった者であったか らである。絶望によって軍隊はバラバラになった。
























そして彼を不朽の感化の館(nad穃at-kh穗a)に 座 らせてやったのだ。詰 ま
るところ、彼は遠征事業に忙殺 されたのであった。彼はスンダル ・ダース




スーイー ド・ベーグ(S�'idBeg)と 私(ア ブル ・ファズル)の 息子(ア ブ
ドゥル ラフマーン)は 訓戒所(adab-khana-ezind穗)に 入 っていた。数 日
後、彼 らもデガン遠征 に任命 されて、ダウラターバー ドへ派遣された。ダ
ウラターバー ド城内の者たちは次のように書 き送ってきた。「もし厳格な
約束によって我々の財産に妨害を受けることがないものと安心できるなら




て騒ぎが大 きくなっていたとき、私はミルザー ・シャー ・ルフを何度 も呼




いあれこれの事柄に思いを駆せて動いた。私が ミルザー ・シャー ・ルフに
期待 していたのは、皇帝の勅令が届かないうちに、彼 も万が一の際に冷
静 さを失って自分 自身を押 し出して しまうようなことをしない(43)ことで
あったが、彼は人々の うわさのなかに入っていった。叱責を混えた勅令が
これに引 き続いて届 き、そしてついに皇帝がフサイン ・サザーワル(耳usain
Saz窈al)を 派遣 してきたとき 〔ミルザー ・シャー ・ルフは〕止むな く進
発 した。 また一方 〔フサイン ・サザーワルの〕軍隊は首尾 よく到着 して〔我
が軍 と〕合流 した。私は 〔彼 を〕歓迎 して軍営地に連れてきた。 このよう
な男 らしく敬虔な人物が到着 したことで、私の心は晴れやかとなった。






撃に打 って出て、ビールの町か ら数印里前進 し敵に襲いかかった。しかし
なが ら劣勢の軍隊故に、戦闘を続けながら後退 し、〔ビールの〕城門を閉
鎖 して籠城 した。シェール ・ホージャは負傷 していた。だが彼が敵に打撃
を加えたとの うわさが広 まってきた。彼は当方に書簡を送って きた。私
(アブル ・ファズル)は増援軍を送ることにした。彼の書簡が届 くと適当な
部隊が集結 した。私は誰 とも相談 しなかった。 どしゃ降りの雨が降ってい
た。こうしたなかで、私はただ1人で派遣軍を率いた。軍隊の管理はミル
ザー ・シャー ・ルフに任せた。シャイフ ・アブ トゥルラフマーン[自 分の
息子]を ダウラターバー ドから呼び戻 した。そして、「ガング川(45)のほと






せ た。 こ う して 各 地 の 軍 隊 を糾 合 して 連 隊 を組 み 、 全 軍 威 儀 を正 して進 発
した。 ゴ ー ダ ー ヴ ァ リー 川 の 上 流 の ガ ン グ川 は増 水 して い た 。 幸 運 に も急
に水 位 が 下 が っ た。 そ して 軍 隊 は徒 歩 で 渡 って 行 った 。 敵 軍 は川 の ほ と り
で寝 てい た。 彼 らは 〔我 が 方 の 〕 前 衛 部 隊 の急 襲 を受 け て飛 散 した。 翌 日、
敵 軍 は ビー ル城 の包 囲 も解 いて しま った 。 ム ガ ル朝 宮 廷 で は謝 恩 の催 しが
執 り行 わ れ た。 そ して慶 祝 の衆 会 が 開 か れ た。 ガ ング川 の ほ と りに は 〔ム
ガ ル軍 の〕 陣営 が 敷 か れ 、 ア フマ ドナ ガ ル王 国 の威 厳 は消 沈 した。 ア クバ
ル は 現 任 の 将 校 た ちで は デ ガ ン遠 征 が 支 え きれ な い こ と を知 る と、 皇 子
ダー ニ ヤ ー ル に軍 隊 を与 え て送 り出 した。 そ してバ ー 二 ・ハ ー ナ ー ンに皇
子 後 見 人(ataliq)の 地位 を与 えた 。
[ア ブ ル ・フ ァズ ル は 以 下 の よ う に 述 べ て い る]。 こ の 日 〔皇 帝 は〕 上
の 皇 子[サ リ ー ム 、即 ち後 の ジ ャハ ー ン ギ ー ル]に ア ジ ュ メ ー ル 州 を 与
え、 そ の統 治 者(r瀟�)と して の 重 大 な任 務 を委 ね た 。 皇 帝 は彼 に 大 き な
愛情 を抱 い て い た 。 そ して絶 えず 愛 情 は深 まっ て い た 。 だ が この 皇 子 は飲
酒 を友 と して お り、 善悪 の 区 別 が つ か な か った 。 しば ら くの 間 、 皇 帝 は謁
見 の 許 可 を与 え なか っ た 。結 局 、皇 太 妃 マ リヤ ム ・マ カ ーニ ー(Mariyam
Mak穗i)の 執 り成 しで 、彼 は平 身 低 頭礼 の 幸 運 を得 た 。 そ して 〔ア ジ ュ メ ー
ルへ の 〕 街 道 に向 か い 、 任務 に着 き ます と再 度 約 束 した 。 皇 帝 は 自 らマ ー
ル ワ地 方(ア ジ ュ メ ー ル州 東 隣 の州)に や って きて 、 狩 りを始 め た 。 そ の 結
果 、(477)あ らゆ る方 面 で 勇気 づ けが な され た 。 皇 帝 はバ ー 二 ・ハ ー ナ ー
ン を皇 子 ダー ニ ヤ ー ル の 支 援 の た め に派 遣 した 。 そ して バ ー 二 ・ハ ー ナ ー
ンが 到 着 す れ ば、 ア ブル ・フ ァズ ル は宮 廷 に向 か う よ う に と の命 令 を下 し
た。 私(ア ブ ル ・フ ァズ ル)は 大 変 嬉 し くな っ た。 この 間 に私 はバ イ タ ー ラ
(Baitala)城(46)を 制 圧 した 。
ア ク バ ル の も とに 、 サ リー ム が 〔ア ジ ュ メ ー ル 赴 任 の 〕 中 途 で 滞 留 し
てい る との知 らせ が 届 い た。 皇 帝 は ミー ル ・ア ブ ド ゥルハ ッイ(Mlr`Abd
al-Hayy)と ミ ー ル ・ア ドル(Mlr`Adl)に 諭 し、 重 責 を負 わせ て 送 り出 し
た。 私 は ア フ マ ドナ ガ ル を め ざ し て 進 発 し た。 チ ャ ー ン ド ・ビー ビ ー
(ChandBibl)(47)は ブ ルハ ー ヌ ル ・ム ル クの妹 で 、彼 の孫 息 子 匚バ ハ ー ドゥ
ル]を 祖 父 の後 継 者 に即 け て戦 闘準 備 の体 制 を取 っ た。 ア ーバ ング ・バ ー
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ン(AbhangKh穗ま たAhangKh穗と もい う、 ア フマ ドナ ガル 王 国 の ア ッ
ビシ ニ ア系 武 将)は 騒 動 を引 き起 こす 多 数 の ア ビ ッシ ニ ア人 た ち のた め に、
か の子 供(バ ハ ー ドゥル)を 国 王 と して承 認 して い た 。 しか し彼 はチ ャー ン
ド ・ビー ビー の命 も狙 って い た 。 この 貴婦 人 は ム ガ ル朝 大 官 た ちに歓 迎 の
メ ッセ ー ジ を送 って きた 。 また デ ガ ン人 た ち に対 して も友 好 を 口に して い
た 。私 に対 して も、 彼 女 は こ う した 方 策 を取 りは じめ て い た 。 私 は 次 の よ
う に返 答 した 。 「も し も先 見 の 明 と吉祥 と を ム ガ ル 朝 宮 廷 に懸 け よ う とい
うの で あれ ば、 そ れ に越 した こ と は ない 。 誓 約 が な され る な ら ば、私 は務
め を引 き受 け よ う。 さ もな くば、 招 請 に応 じた と して一 体 どん な利 益 と展
望 の 道 が 開 け る とい うの か 」。 彼 女 は当 方 の好 意 を理 解 して、 友 好 的 関係
を強 め た。 そ して真 の誓 言 を 自筆 で 認 め た 誓 約 書 を送 って きた 。 そ れ に は
次 の よ う に書 か れ て い た。「貴 殿 が ア ーバ ン グ ・ハ ー ン を屈 服 させ て下 さっ
た 場 合 、 〔ア フ マ ドナ ガル の 〕 城 門 の鍵 を引 き渡 し ま し ょう。 しか しダ ウ
ラ タ ー バ ー ドは私 の 領 地(j稟ir)に 含 まれ て い ます の で 、 数 日の う ち に そ
こへ 行 っ て 滞 在 す る こ とが で きます 。 ご所 望 な ら、 こ の 王宮(ダ ウ ラ ター
バ ー ド)に お越 しに な る こ とが で き ます 。 バ ハ ー ドゥ ル(Bah稘urNiz穃
Sh禀ア フマ ドナ ガ ル第9代 国 王 、在 位1596-1603)を この 王 宮 に出 向 か せ ま
す 」。 こ れ に対 して は、 残 念 な が ら私 の 随 行 者 た ち は警 戒 して な か な か 実
行 に移 せ そ うに な らな か っ た。
シ ャ ー ガ ル(Sh禀garhま たSh禀gadhと も)(48)で は軍 隊 が 遅 くまで 横 に
な っ て休 ん で い た 。 皇子(ダ ー ニ ヤ ー ル)の 到 着 の知 らせ は立 ち消 え に な っ
て い た 。 ア ー バ ン グ ・ハ ー ンの 悪 企 み が 燃 え盛 っ た 。 彼 は シ ャ ム シ ー ル
ル ・ム ル ク(Shamshiral-Mulk)(49)[ベ ラ ー ル王 国 の 支 配 は彼 の 一族 に 属 し
て い た]を 獄 舎 か ら連 れ 出 し、軍 隊 を率 い 、 ダ ウ ラ タ ーバ ー ドを経 由 して
ベ ラ ー ル 地 方へ と向 か っ た 。ベ ラ ー ル地 方 に は ム ガ ル軍 の輜 重 部 隊 並 び に
女 ・子 供 た ち が 留 まっ て お り、 こ う した 人 々 は動 転 す る こ とに な る だ ろ う
し、 ム ガ ル 軍 の な か に分 裂 が 生 ず る こ とに な る か も しれ な い。 私 は前 もっ
て こ の こ と を知 っ て い た の で 、 ミル ザ ー ・ユ ー ス フ ・ハ ー ンた ち に軍 隊 を
与 え 、 ベ ラー ル 地 方 に 派 遣 し了 え て い た 。 だ が彼 らは油 断 の甘 美 な眠 りを
貪 っ て い た 。 ア ー バ ン グ ・ハ ー ンが ベ ラ ー ル 地 方 に入 っ て きた。 そ して不
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安 を引き起 こした。多 くの番兵たちは敗走 した。〔家族たちへの〕愛情の
ゆえに、〔シャムシールル ・ムルクに対する)〕人々の同情は霧散 した。私
はべラール地方へ軍隊を増派 した。そ して私自身はアフマ ドナガルをめざ
して進発 した。外部から来入 した悪玉どもの首根っこを押えつけ、チ ャー
ンド・ビービーが言ったことの真偽 を確かめるためである。私たちが1日
分の旅程(manzil)を 進んだとき、敵対者たちはアフマ ドナガルを守るため
に全方面から集結 し、この都城へ と向かっていった。 しかしなが らアクバ
ル帝の幸運が、シャムシールル ・ムルクが死亡 したとの知 らせを運んでき
て くれた。ユースフ ・ハーンも覚醒 して戦形を展開した。彼は数人の指揮










えをしなかった。皇子 はこの自惚者の首を放擲するよう要求 した。 ミル
ザー ・ユースフ ・ハーンはアフマ ドナガルへ向けて出撃 していたが、さら
に前進することを望んでいた。私は彼を呼び戻 した。これを見て他の者た
ちもまた方向転換 した。多 くの指揮官たちも許可なくして取 り急 ぎ 〔別方
向に〕進発 した。内心震え上っていた 〔アフマ ドナガル王国の〕敵 どもは、
この状態を見て勇気づけられた。彼 らは何度か夜襲をかけてきた。〔我が
方の〕勇猛者たちは果敢に戦い、白兵戦を戦い抜いた。神の加護並びに相
継 ぐ勝利によって、敵は散 り散 りになった。アーバング ・ハーンは 〔我が
方に〕歓迎と謙遜を示 しはじめた。(未 完)
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お わ り に
以 上 が 「ア ブ ル ・フ ァズ ル、 ア クバ ル宮 廷 へ 出仕 」 の部 分 の 全 訳 で あ る。
ア ー ザ ー ドの ア ブ ル ・フ ァズ ル伝 は、 こ れ に続 け て ア クバ ルの デ カ ン親 征 、
ア ー シ ー ル城 制 圧 、 ア ブ ル ・フ ァズ ル の宗 教 観 、彼 の著 作 と書 簡 、 人 とな
りとい っ た核 心 部 に入 っ て い く。 こ れ らにつ い て は続 稿 にお い て紹 介 す る
こ とに した い 。
本 稿 で紹 介 した 『ア クバ ル宮 廷 』 の記 述 に よっ て 、 ア ーザ ー ドが 依 拠 し
た文 献 と して 明 白 な もの は 、 ア ブ ル ・フ ァズ ル の 『ア クバ ル ・ナ ーマ 』 と
前 稿 で 指摘 した 『ア クバ ル会 典 』 の 自叙 、 そ れ にバ ダー ウ ー ニ ー の 『諸 史
精 選 」 で あ る。 と りわ け 『ア クバ ル ・ナ ー マ』 に夥 し く拠 っ て い る よ うに
見 受 け られ る。 まだ すべ て を確 認 した わ け で は な い が 、 ア ーザ ー ドが 「ア
ブ ル ・フ ァズ ル は以 下 の よ うに述 べ て い る 」 あ るい は 「次 の よ うに記 して
い る 」 と前 置 き して 、 アブ ル ・フ ァズ ル を一 人称 で 表記 して い る と ころ は 、
ほ ぼ 『ア クバ ル ・ナー マ』 に拠 って い る と考 えて まず 間違 い な い で あ ろ う。
この点 は、続稿 を紹 介 す る こ とに よ って 一層 は っ き りす る もの と考 えて い る。
注
(1)Ab珉l-Laith§idd工qi,fljk禧rd涬dab,L禀or,1970.ア ブ ・ル ・ライス ・
ス ィ ッデ ィーキー(加 賀谷寛編訳)『近代 ウル ドウ文字史研 究』 東海大学 出
版会、1979年 。
(2)同 書、53-56ペ ージお よび261-265ペ ー ジ。
(3)そ れ らは以下の通 りであ る。松村 耕光 「パ ンジャーブ協会 に於 け るウル
ドゥー 詩刷新 の試み(1)」 『大 阪外 国語大学 論集』 第1号 、1989年 、167-188
ペ ージ。同 「パ ンジ ャー ブ協会 に於 けるウル ドゥー詩刷新 の試み(II)」『大
阪外 国語大学論集』第3号 、1990年 、103-127ペ ージ。同 「パ ンジ ャーブ協 会
に於 ける ウル ドゥー詩刷新の試み(皿)」『大 阪外 国語 大学 論集』 第4号 、1990
年 、161-197ペ ージ。同 「パ ンジャーブ協 会 に於 ける ウル ドゥー詩刷 新の試
み(IV)」『大 阪外 国語大学論集』第6号 、1991年、161-178ページ。同「パ ンジ ャー
ブ協 会に於ける ウル ドゥー詩刷新の試 み(V)」 『大 阪外 国語 大学 論集』 第7号 、
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1992年 、103-123ペ ー ジ。 同 「『生 命 の 水 』 序 論 に見 られ る ア ー ザ ー ドの ウ
ル ドゥー語 ・ウ ル ドゥー 詩 改 革 論 」『大 阪 外 国語 大 学 論 集 』 第33号 、2005年 、
13-26ペ ー ジ。 同 「『生 命 の水 』 にお け る ウル ドゥー 古 典 詩 の 時 期 区分 につ い
て 」『大 阪 大 学 世 界 言 語 研 究 セ ン ター 論 集 』 第1号 、2009年 、49-62ペ ー ジ。
(4)「 パ ン ジ ャー ブ協 会 に於 け る ウル ド ゥー 詩刷 新 の 試 み(H)」104ペ ー ジ。
(5)MuhammadIkr穃Chught�,1MuharnnzadHusain14z稘:Na'edary稠t-shuda
〃z廨肱歹潮「卯os勿π〃z6忽Lahor,2004,p.19.
(6)「 『生 命 の水 』 序 論 に見 られ る ア ーザ ー ドの ウ ル ド ゥー語 ・ウ ル ド ゥー詩 改
革 論」21ペ ー ジ注(3)。 そ の編 者 、書 名 等 は、Agh祟uhammadB穢ir(ed.),
Ma(7σ勧詐θル勉z6伽4ル 勉〃α〃z〃zα4砺sσ勿 ノレσ¢3vols.,L禀or,1966,1978,1987.
(7)同 論 文 、15-16ペ ー ジ 。
(8)Sh.Inayatullah,"Az稘,MuhammadHusayn,"EncyclopaediaofIslam,new
edition,Vol.1,pp.807-808.
(9)1947年 版573ペ ー ジ で は 、 「彼 らは狭 い考 え方 を持 ち」 以 下 「彼 らの 強欲 は
先 祖 依 頼 の もの で あ っ て」 ま でが 削 除 され て い る。
(10)前 稿 あ とが きで 触 れ た よ うに 、 ア ーザ ー ドは ア ブ ル ・フ ァズ ル に な り移 っ
た か の如 く一 人称 の 代 名 詞 で彼 を表 示 して い る こ とが 本 文 中 少 な く な い 。
本 稿 で は、 前 稿 の よ うに そ れ らの 代 名詞 を一 い ち改 め る こ とは せ ず 、 そ の
ま ま訳 して い る場 合 が 少 な くな い 。
(11)ク ル ア ー ン第2章(雌 牛 章)の 第255節 を さす 。神 学 上 重 要 な一 節 と され る 。
(12)イ ス ラ ー ム神 秘 主義 者 ス ー フ ィー の修 道 場 、庵 。 またkhanqahと も発 音 。
(13)こ こ の 文 意 は 明解 で は な い が 、 ア ブ ル ・フ ァ ズ ル は夜 明 け に な る と信 仰
心 を募 らせ て 、 自 分 の 内 な る敬 神 の ラ ン プ に点 灯 した と い う こ と を述 べ
て い るの で あ ろ う か 。 な お ア クバ ル 時 代 の 宮 廷 で は、 正 午 に ス ー ラ ジ ・ク
ラー ン ト(s�aj-kr穗t)と 呼 ば れ る 白 く光 る石(水 晶 か)を 用 い 太 陽 光 を綿 花
に 引 火 させ て採 取 し、 この 種 火 を保 存 して 灯 明 に使 用 す る儀 礼 慣 習 の あ っ
た こ とが 『ア ク バ ル 会 典 』「灯 明 点 火 」 の 条 に記 され て い る。ノ1τ短 、働 碗
text,ed.byH.Blochmann,Vol.1,Calcutta,1872,p.44,Englishtr.,byH.
Blochmann,Vol.1,Calcutta,1873,p.48.
(14)こ の 詩 と非 常 に よ く似 た 四 行 詩 が`Abdal-Q稘irBada'甁i,Muntakhabal-
Tawccyikh,ed.byW.N.LeesandAhmadAli,Vol.II,Calcutta,1865,p.199に
あ る 。 バ ダー ウー ニ ー の この 『諸 史精 選』(以 下 この 書 を こ の よう に 略記)で
は 第2行 目の み 「か の ニ ム ロデ(Namr珒)に 蚋 の よ うな 象 を贈 り賜 え 」とな っ
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て い て や や 異 な るが 、 あ との3行 は全 く同 じで あ る。 バ ダー ウー ニ ー は、 ア
ブ ル ・フ ァズ ル が よ く口 に して い た 四行 詩 と して これ を引 い て い る。 ニ ム
ロ デ は 『旧約 聖書 』 創 世 記 第10章8-11節 お よ び ミカ書 第5章6節 に登 場 す る地
上 最 初 の権 力 者。 彼 は 、鼻 か ら も ぐ り込 ん で脳 に達 した蚋 に よ っ て殺 さ れ た。
cf.Englishtr.,Vol.II,byW.H.Lowe,Calcutta,1884,p.202&n.3.
(15)こ の 四 行 詩 もバ ダ ー ウ ー ニ ー の 『諸 史 精 選 』 第2巻 に 収 め ら れ て い る。
Ibid.,Vol.II,pp,199-200;Englishtr,,Vol.II,p,202.な お 、 『ア クバ ル宮 廷 』
第6版 で は 「そ して 我 が 手 」(wadast-eman)が 「我 が 友 」(d皛t-eman)と 誤
記 され て い る 。
(16)ム ジ ュ タ ヒ ドは か つ て のユ ダ ヤ教 指 導者 ラ ビ と同様 に 、初 期 の 時代 に あ っ
て は生 業 を 営 む者 が 多 か っ た と い わ れ る 。1吻 η励 加 ∂必 距 瀚 π肋,English
tr.,Vol.II,p.203,n.1.
(17)ペ ル シ アの シー ラー ズ生 まれ の 詩 人 ジ ャマ ー ル ッデ ィー ン ・ム ハ ンマ ド ・
シー デ ィー(Jam稷al-DinMuhammadSidi1555-91)。 通称 は ウ ル フ ィー ・
シ ー ラ ー ジ ー(`UrfiShir窘i)。 ウル フ イー は 号 。 ム ガ ル朝 の 文 人 優 遇 に あ
こが れ て1584年 渡 印。 フ ァテ プ ル ・シ ー ク リー で フ ァイ ジー の 歓 迎 を受 け た 。
と りわ け 重 臣 ミー ルザ ー ・ア ブ ドゥル ラ ヒー ム(Mirz秡Abdal-Rahim注32
参 照)の 保 護 を受 け た 。E吻o勿 αθ伽 げ 途伽魏,newedition,Vol.X,p.892.
(18)『 ア クバ ル ・ナー マ 』 を さす 。 『イ クバ ー ル ・ナ ー マ 』 は ジ ャハ ー ンギ ー ル
時 代 に成 っ た3巻 本 の歴 史書 と して 実 在 す るが 、 こ こ で は そ れ を意 味 して は
い な い。
(19)ア ブ ル ・フ ァズ ル の 母 が 実 際 に他 界 した の は、1590年1月15日 ラ ホ ー ル に
お い て の こ とで あ った 。 ヒジ ュ ラ暦997年 とす る の は ア ー ザ ー ドの 思 い 違 い
で あ る。
(20)三 つ の 対 句 か ら な る こ の 詩 は 、 『ア ク バ ル ・ナ ー マ 』 に そ の ま ま収 め ら




(21)こ こ の 文 章 は 、 ア ーザ ー ドが 『ア クバ ル ・ナ ー マ』 の ペ ル シ ア語 テ キス ト
Vol.III,p.573に あ る相 当す る原 文 を下 敷 きに して書 い た もの で あ る。 『ア ク
バ ル ・ナ ー マ』 の 英 訳 者 ベ ヴ ァ リ ッ ジ は 、 こ こ に訳 出 した ア ーザ ー ドの 解
釈 が正 鵠 を射 た もの で あ る と して 、そ れ を紹 介 して い る。Beveridge,ibid.,p.
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868,n.1.
(22)ア ブル ・ファズルの孫。 ヒジュ ラ暦999年 ズ ール ・カーダ月3日(1591年8月
13日)生 まれ。シ ャージ ャハー ンの治世 第15年 に官位五 百位で死去。
(23)金 曜礼 拝やイー ド祭の礼 拝では、モスクの説教 師が行 う説教 において、時
の統治者のための祈 りも行なわれる。
(24)テ キス トではraj�iと読める。語末の1は不特定 を示す語尾 と解 したが、raj皞
の 意は明瞭 で はない。あ るい はrajwariと 読 んで、 ヒンデ ィー語rajw穩�+1
の転訛 と解す るこ とがで きるか もしれ ない。 この場合 は 「さるヒン ドゥー
王 国」の意 となる。
(25)イ ンダス川上流の カシュ ミール地方西部 に勢力 を張 っていた アフガン系の
部族。
(26)ト ラ ンスオ クシ ア ナ地方 に勢力 を もった シ ャイバ ー ン朝 の 王。バ ダブ
シャー ンを併合 しカー ブルに も進 出 しよ うとしたので、ア クバ ルは警戒 し
たが、1598年2月 に死去。
(27)ア クバル が浴室 に入 ってい る時 にアブル ・ファズル に呼 びか けた言葉が
Qibla-eAbu'1-Faz11と メ ッカの方向 を意味す る語 で始 まっていたの で、 「幸
先 の よい言葉」(zaban-emub穩ak)と い っているのであ る。
(28)中 央 アジアの シ ャイバ ー ン朝 の王族 出身者 。1583年 に同朝のハ ー ン位 に
即 いたアブ ドゥッラー によって追放 され、アクバ ルの もとに庇護 を求めた。
その結 果、1593年 以後 中央 イン ドのマー ルワ地方で皇 子 ダーニヤー ルの率
いるデガ ン遠征 軍 を増援す る任務 を与 え られた。 さらに1599年8月 にはムガ
ル朝 のアフマ ドナガル攻 略軍 に も加 わった。
(29)ま た アーシール ガル(Asirgarh)と も呼ばれ る。 ハー ンデー シュ王 国の都
ブルハー ンプルか ら、北北 東約20キ ロメー トル離 れた ところの山上 にある
防禦用の 出城 であ る。 イ ン ド平原部 とデカ ン地方 を結 ぶ大幹線 道 を扼す る
ところに位置 し、イ ン ド中難攻不 落随一 の城塞 といわれた。バ ハー ドゥル ・
ハ ー ンは この王 国 を支 配 した フ ァール ーキ ー(F穩�i)朝 最 後 の王(在 位
1597‐1601)o
(30)恩 賜 の長衣 は、権 力者が 自分へ の恭順 を示 す各 地の首長や臣下たちに所 定
の作法 に従 って与 えたガ ウン類。 これに よって支 配 と臣従 の関係が儀礼 的
に確認 される。宮廷 において皇帝が直接与 える場 合が多い。
(31)ハ ー ンデーシュのバハー ドゥル ・ハー ンがア クバルの勅 令 を受け取るため
に、 自分 の居城 か ら約15キ ロメー トル出迎いて跪拝 の礼 に よって拝領 した
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ことを示 す この文章 は、勅 令授受 の方式 を よく踏 まえた叙 述で ある。 ここ
で は、 アブル ・ファズ ルが勅令伝 達者 の役 割 を果 た していた。近藤 治 『ム
ガル朝 イン ド史の研究』京都大学学術出版会、2003年 、345-346ペ ー ジ参照。
(32)ミ ルザ ー ・アブ ドゥル ラ ヒー ム ・ハ ー ン(Mirza`Abdal-RahimKh穗
1556-1627)。 バー二 ・ハ ーナ ー ン(大ハ ー ン)は 彼 の称号 。 アクバ ルの摂 政
を勤 めたバ イラーム ・ハー ンの息子。4歳 の とき父が暗殺 される と、ア クバ
ルの もとで養育 された。デ カン遠 征事業 に長 くか かわってい た。 ジ ャハー
ンギール時代 も重 臣。『バーブル ・ナーマ』 のペ ルシア語版編 集の責任者で、
自身 も詩文 をよ くした。
(33)ム ガル朝 の支配下 に入 ったカシュミール地方の知事 を1590年 代初 に務め た。
その後 これを辞任 し、 デカン地方 に派遣 されてい た。
(34)ベ ラール地方西北部の 町。 ブルハ ーンプルか らハ イダラーバ ー ドに至 る幹
線 道上に位 置す る。
(35)デ ーオルガーオ ンの東方約70キ ロメー トルにある町。
(36)ム ラー ドは1599年5月12日 、 デーオル ガーオ ン南南西約50キ ロメー トルの
しんせんせんもう
テ ンブール ミー(Tembh�mi)に お いて、 アルコール 中毒 に よる振 顫譫妄
症 によって死亡 した。 この地は、 アフマ ドナ ガル王国 との 国境 に程近いベ
ラール地方西部に位 置す る。
(37)フ マ ーユ ーン時代 以来 のム ガル朝 重 臣。 ベ ンガル地方 赴任 中、 罹病 して
1575年10月 に死亡 した。
(38)ベ ンガル地方のア フガン族 が中心 になって1580年1月 に起 こ した反 ムガル
朝 の反 乱。 これ に呼応 して カー ブルにい たアクバルの異母弟 ムハ ンマ ド・
ハ キー ム も反旗 を翻え したが、翌年 に鎮 圧 された。
(39)ア フマ ドナガル王国の北西部、 ゴー ダー ヴァリー川上流に沿 って位 置す る、
ラーマ伝 説 にまつ わる宗教都市 。当時、 ムガル朝支配下 のグジ ャラー ト地
方 との連絡 ルー トはこの町 を通 っていた ようであ る。
(40)原 文 はKhud稾iqudratimk穗kit穢ats饕禀irhai.ア ブル ・ファズルの
神学 的思想 の確信の一端 に触れ る文章 と解 され る。
(41)グ ワー リアール出身のバ ラモ ンで、「偉大 な詩人王」(mah稾avirai)の 称
号 を持 つ詩 人で もあった。
(42)テ キス トは こう読 める ように表記 してい るが、 地名 と しては タル トゥー
ム(Talt璟)の 方が一 層一 般的 に使 われ てい る よ うであ る。 ここは デー オ
ル ガー オ ンの西方約55キ ロメー トルに位 置 し、ハ ー ンデー シュ、 ア フマ ド
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ナ ガ ル の い ず れ の 国 境 に も近 い。 町 の 近 くに ブ ル ハ ー ン プ ル とア ウ ラ ン
ガ ーバ ー ドを結 ぶ 幹 線 道 上 の 峠 が あ り、 ア ジ ャ ン ター も遠 くな い。cf.Irfan
Habib,AnAtlasoftheMughalEmpire,Delhi,1982,9A,9B,14A,14B.
(43)原 文 は …be-qararho-karapneta'inpahunch穰e… とな っ て い る が 、 こ れ
で は 全 文 の 意 が 通 じ ない の で 、 こ こで はpahunch穰eの 前 に否 定 辞naを 補 っ
て訳 して い る。
(44)ア フ マ ドナ ガ ル の東 部 に位 置 し、ベ ラ ー ル地 方 に 隣接 す る ビー ル 県 ビー ル
郡 の 中心 地 。
(45)ビ ー ル県 の北 境 を東 流 す る ガ ング ガ ウ タ ミ ー(Gang-Gautama)川 、す な わ
ち ゴー ダ ー ヴ ァ リー 川 を さす 。 ダ ウ ラ タ ー バ ー ドは こ の川 の 北 側 、 西 北 西
の 方角 に位 置す る。テ キ ス トで はKangと な って い るが 、Gangと 読 む の が よい 。
(46)テ キ ス トの方 は タ バ ー ラ(Tab稷a)と 読 め る よ う な表 記 とな っ て い るが 、 こ
れ はバ イ ター ラ の誤 記 で あ ろ う。 こ の 町 はBaith稷v稘iあ る い はBait稷abari
と表 記 さ れ る こ と もあ る。 ベ ラ ー ル 地 方 最 西 部 、 ア フマ ドナ ガ ル 王 国 との
国境 地帯 の 県城 所 在 地 で 、 タル トゥー ム の 町 に程 近 い 。
(47)ア フマ ドナ ガ ル 王 国 ニ ザ ー ム ・シ ャー ヒー 朝 第3代 国 王 フサ イ ン ・ニ ザ ー
ム ・シ ャー の 女 。 政 略 結 婚 に よっ て ア ー デ ィル ・シ ャ ー ヒー朝 第5代 国 王 ア
リー ・ア ー デ ィ ル ・シ ャー に嫁 した が 、1580年 に夫 が 死 去 す る と、 ま もな
く故 国 に帰 り、 そ の 政 治 に深 く関 与 した。1596年 、 ベ ラ ー ル 地 方 の ム ガ ル
朝 へ の 譲 渡 を承 認 。1603年 、 自軍 に よっ て殺 害 され た 。
(48)ビ ー ル の 北 方 、 ゴー ダー ヴ ァ リー 川北 岸 に位 置 す る 町 。 この 町 か ら ア フマ
ドナ ガル まで 直 線 で100キ ロ メ ー トル 余 、 ダ ウ ラ ター バ ー ドまで80キ ロメ ー
トル 余 で 、 三 つ の 町 を結 ぶ 直 線 はほ ぼ正 三角 形 に 近 い 形 を と る。
(49)1490年 に創 建 され た イマ ー ド ・シ ャー ヒー(`lmadSh禀i)朝 の べ ラー ル 王
国 は 、第5代 国 王 ト ゥフ ァー ル ・ハ ー ン(TufarKhan)の と き ア フマ ドナ ガル
王 国 に併 合 され(1574年)、 ト ゥフ ァー ル ・ハ ー ンの 王 位 は 剥 奪 さ れ た 。 こ
の 時 以 来 、彼 の 息 子 シ ャム シ ー ル ル ・ム ル ク は ア フマ ドナ ガ ル の獄 舎 に繋
が れ て い た 。
(50)バ ッ タ ンは パ イ タ ン(Paithan)と 同 じ く 「都 市 」 を意 味 す る。 ゴ ー ダ ー ヴ ァ
リ ー川 中流 沿 岸 の パ イ タ ン な い しバ ッ タ ン とい え ば、 古 代 の サ ー タ ヴ ァー
ハ ナ朝 の都 プ ラテ ィ シ ュ タ ー ナ(Pratisthana)を 指 す の が 通 例 で あ る。 ム ガ
ル 朝 時 代 、 この 町 を 中 心 に して ゴ ー ダー ヴ ァ リー 川 中 流 北 岸 一 体 に パ イ タ
ン県 が 置 か れ た 。 ミ ンゲ ー バ ッタ ン は 「バ ッ タ ン本 町 」 の 意 で あ ろ う か。
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